
し
m目
的
候
。
助
左
術
門
始
終
見
届
候
。
難
刀
を
伊
迷
家
K
訟
〈
申
・都

、.
:
34
L晶、
。
矢
部
位
芝
町
門
・中

古
-
A
T
円
程
初
当
正
徳
匂
訴
。

て
光
物
夜
中
飛
行
の
怪

日相月

K
は
夜
中
必
光
物
ひ
た
と
飛
行
仕
候
出
刷
、
何
方
に
も
省
之
候
。

聞
に
は
流
担
も
候
へ
ど
も
、
多
く
は
h
m
nM
又
は
虫
類
も
光
中
国
百
・
慌

に
見
届
巾
候
都
共
左
の
逝
位
。
前
年
相
公
椋
柏
崎
中
へ
窓
雀
狩
K
被
成

可
制
小
股
怨
ーん，、

慮
、
他
所
よ
り
法
江
守
殿
被
能
蹄
候
鉢
に
て
足
腕
先
建
て
御
腕
候

出
口
町
市
候
蕗
・
式
一
位
に
か
L

り
候
雑
刀
を
小
姓
分
取
て
出
候
へ
ば
・

鈍
刀
持
と
児
中
も
の
、
門
前
迄
持
川
候
て
念
皮
迎
民
向、

叉
供
い
た

今
の
吉
村
入
部
の
時
よ
り
叉
mu
例
の
過
に
恨
成
候
官
。
狛
能
が
た
る

人
へ
可
部
候
。
三
好
助
左
衛
門
或
時
伊
達
浴
江
守
殴
へ
御
伎
に
参
候

向封
守
殴
代
替
江
戸
よ
り
入
部
の
時
、
境
問
へ
共
者
迎
に
出
候
へ
ば
、

滋
刀
に
て
其
者
の
首
を
釧
て
叩
幼
児
す
・点
、
応
前
陀
矯
持
城
中
へ
入
被

巾
候
。
此
儀
中
関
よ
り
被
相
止
供
応
、
被
止
候
俄
不
吉
の
官
民
て
、

側
内
へ
帯
々
に
仕
、
非
排
の
者
は
引
箔
灯
之
候
。
相
官
江
戸
待
へ
飛
脚

入
問
の
節
は
、
此
侍
の
こ
m均三
mh
又
は
弟
旬
、
足
椀
同
郡
に
鴨川
仰
を
勤

め
、
道
中
の
案
内
を
心
得
候
。
か
桜
陀
他
家
と
替
た
る
作
法
有
之
候
。

就
中
替
た
る
柑
酬
は
、
前
代
よ
り
三
百
石
取
候
侍
一
人
組
置
候
て
、
陸

七

我
公
判
相
州
新
渡
御
山
械
の
時
、
御
小
姓
山
比
五
郎
左
衛
門
諮
問

mm附

矢
路
上
に
て
臨
刊
を
鉛
付
候
出陣
.猛
き
絡
に

τ中
h
k

叫陣
留
伎
に
付
‘
庖
は

者
ど
も
竿
陀
て
た
弘
吉
孫
し
候

へ
ば
‘
多
く
は
務
候
て
給
べ
巾
旨
巾

b
de-
，az 

候
。
何
れ
も
銚
心
得
都
と
巾
候
へ
ば
、
事
仰
脱
庇
手
前

K
M閉
山
H
有
之

候
。
此

H
E
閉山
候
は
ピ
か

L
U巾
印
刷
可
有
之
と
巾
陀
付
、
北ハ所

K
M別

候
へ
ば
、
光
物
八
っ
か
t

ふ
り
中
候
。

山
古
川
仰
に
て
候
。
則
級
母
は
矢
て
給

ペ
申
候
。
能
州
に
て
杉
江
益
左
衛
門
存
知
侠
者
は
、
光
物
を
刀
の
鞘
に

て
た
弘
吉
洛
し
候
へ
ば
、
山
鈴
児
て
有
之
候
。
終
叉
寺
西
十
定
衛
門

小
松
町
単
行
相
勤
候
時
分
、
小
松
の
側
花
街
夜
光
物
い
で
候
と
て
・

町
中
の
者
h
a
ぢ
恐
れ
候
。
共
時
分
年
少
の
お
北
ハ
・
隼
を
以
て
鋭
候
て
、

共
光
物
を
打
詳
し
候
出
陣
・
小
さ
き
蜘
妹
滋
千
悶
と
巾
事
も
な
く
か
た

ま
り
候
て
、
丸
〈
成
候
も
の
に
て
候
。
共
蜘
株
主
殺
し
候
以
後
は
光

物
出
不
申
候
。

一
、
鼠
に
似
た
る
貨
は
賠
ら
ざ
る
も
の

巾
合
見
物
仕
候
虚
・
共
所
の
百
姓
巾
候
は
‘
あ
れ
は
仰
K
て
候
。

b

の
山
の
聞
方
に
地
有
之
。
共
池
の
銅
雨
所
へ
行
迷
候
K
付
.
年
少
き

御
座
依
時
分
、

抑制
似
抑
制
母
大
御
小
姓
待
問
陀
て
御
供
陀
多
候
。

夜
中

向
の
山
に
、
ひ
た
も
の
光
物
飛
行
い
た
し
候
。
係
激
務
と
前
.

開品
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代草倒産i 型佐屠御老病付書苦定車番方事交官俳聖z 西

皇警霊喜多青音不署長m f御被鑓傑此I 先は型宮荷li!包響寸量E 

竜器監付裁仙喜室上総介網材置病今の鹿狩Z 騎供快惣E士御抱7のをめK L K 首三

量苦E 皇事候室玉大2量主覧仕伊i 肱産産主

5 5 T 員昔署喜

不相思被召草霊緯付E 候番御霊鉱i 霊草てほめ訟は右組畑困づK NJ」は入をめJ盤長E t E K 

Z候紐YのHE仕来返の4 4て按従HA HHゐ= 旬Zも月歓8 R E E E ζ R 

候革相考建桜見髄4 候ばの書留候m 磁銭。出官をへ断以民Mk も住E 。h 。泊
程3t以4健撃儀のu来はZ のて附家政K 長殿御z 喜集位F人沙K 成のk ゅ中しaC むE P E I 知健健阜か様侯付各不審宅吉村敏承成家有是零主長2長制にF之ヲa豊富屋R 申ゆ肺N胃E E E 院モE 

型基星合基共普事令彼合散開首量局4童書健共量25 入E雲位39 2 5 
御霊届ま御幸承2E 此器品散座長右仔細寺調E上有御室たE 可注K 停

毒タ御仰e争御z 胞在型車衣大量御候候此E 不食士臨中中傘宇s 侯御候上上宿在コE御役精勤皇の儀候主後成T 庵商候不審1て共可泊へば可拡人申聡をH申AK K もR E P E を

基'俊撃竺音喜主正教不候4本不幸御室平北且聖町r俄尚混尚吉之前eに陀1 宅E E T 曲す品

主者御居金頃喜善幸i 埼汁落被仰e針有毒喝家老主不槌成闘担号e 

τ 皇Z宗富宅置4制併勘右衛「俗縁の豊領有弓λ 十旦R長S有之御老ははのをて園剛陀EI暑1 R S E 
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